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大
学
へ
の
道
程

　

一
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
に
勃
発
し
た
日
清
戦
争
と
、
そ

の
一
〇
年
後
に
起
こ
っ
た
日
露
戦
争
と
を
契
機
に
し
て
、
わ
が
国

で
は
産
業
革
命
が
進
展
し
、
農
業
中
心
の
産
業
構
造
が
商
工
業
中

心
へ
と
転
換
し
た
。
膨
大
な
資
本
が
各
産
業
に
投
下
さ
れ
、
数
多

く
の
企
業
が
勃
興
し
た
が
、
と
り
わ
け
、
金
融
・
保
険
業
、
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
、
大
規
模
小
売
業
、
運
輸
・
交
通
業
と
い
っ
た
第
三

次
産
業
の
急
成
長
に
は
、
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　

産
業
構
造
転
換
の
影
響
は
、
学
問
領
域
に
も
波
及
し
た
。
教
育

界
で
は
、
新
産
業
が
必
要
と
す
る
人
材
の
養
成
が
強
調
さ
れ
、
実

業
専
門
教
育
に
関
す
る
諸
法
令
の
整
備
や
官
立
学
校
設
立
が
進
展

す
る
と
と
も
に
、
従
来
の
私
立
諸
学
校
に
対
し
て
も
実
業
教
育
の

拡
充
が
求
め
ら
れ
た
。

　

九
九
年
に
実
業
学
校
令
が
公
布
さ
れ
て
諸
実
業
学
校
に
関
す
る

規
程
が
整
備
さ
れ
る
と
、
実
業
教
育
を
担
う
官
立
専
門
学
校
は
、

高
等
工
業
学
校
六
校
（
東
京
・
大
阪
・
京
都
・
名
古
屋
・
仙
台
・

熊
本
）、
高
等
農
業
学
校
二
校
（
札
幌
・
盛
岡
）、
高
等
商
業
学
校

四
校
（
東
京
・
神
戸
・
山
口
・
長
崎
）、
合
わ
せ
て
一
二
校
に
増

加
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
東
京
府
下
の
私
立
法
律
専
門
学
校
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

一
九
〇
三
年
に
明
治
大
学
、
翌
〇
四
年
に
早
稲
田
大
学
お
よ
び
日

本
大
学
に
そ
れ
ぞ
れ
商
科
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
実
業
専
門
教
育
の
普
及
を
背
景
と
し
て
、
〇
九
年

八
月
、
本
学
に
も
商
業
学
科
が
設
置
さ
れ
た
。
同
年
七
月
文
部
大

臣
に
提
出
さ
れ
た
申
請
書
の
「
新
規
定
」
第
一
条
に
は
、「
本
大

学
ハ
法
律
、
政
治
、
経
済
、
及
ヒ
商
業
ニ
関
ス
ル
高
等
専
門
ノ
学

術
ヲ
教
授
ス
ル
所
ト
ス
」
と
明
記
さ
れ
、
従
来
大
学
部
本
科
・
専

門
科
に
置
か
れ
て
い
た
法
律
学
科
・
経
済
学
科
に
加
え
て
、
商
業

学
科
が
新
設
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
同
規
定
第
七
条
（
本
科
）・
第
三
一
条
（
専
門
科
）
を

み
る
と
、
発
足
時
の
講
義
科
目
が
商
業
学
・
経
済
学
・
統
計
学
・

商
業
史
・
商
品
学
・
商
業
地
理
・
計
算
学
・
商
事
経
営
学
・
工
業

通
論
・
法
律
学
・
英
語
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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商
業
学
科
の
設
置

　

商
業
学
科
新
設
の
立
役
者
は
、
東
京
高
等
商
業
学
校
の
関
一は
じ
めで

あ
っ
た
。
当
時
、
同
校
は
、
大
学
昇
格
要
求
と
専
攻
部
廃
止
反
対

で
学
内
が
騒
然
と
し
て
お
り
、
〇
九
年
四
月
に
は
教
授
で
あ
っ
た

関
以
下
、
佐
野
善
作
・
滝
本
秀
夫
・
下
野
直
太
郎
が
文
部
省
に
抗

議
し
て
辞
表
を
提
出
し
て
い
た
。

　

商
業
学
科
新
設
に
至
る
ま
で
の
具
体
的
な
経
緯
は
判
然
と
し
な

い
が
、
関
の
行
動
の
背
景
に
は
、
東
京
高
等
商
業
学
校
を
め
ぐ
る

騒
動
が
絡
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

事
実
、
商
業
学
科
の
授
業
担
当
者
に
は
、
関
の
ほ
か
に
佐
野
、

滝
本
も
名
を
連
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
講
師
の
陣
容
は
、

東
京
高
等
商
業
学
校
の
教
員
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
お
り
、
ほ
か

に
東
京
高
等
工
業
学
校
や
大
蔵
省
、
農
商
務
省
、
法
制
局
な
ど
か

ら
の
招

し
ょ
う
聘へ
い
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
点
も
、
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
商

業
学
科
開
設
の
一

年
後
、
早
く
も
文

部
大
臣
に
学
則
中

の
同
学
科
課
程
表

改
正
を
申
請
し
て

い
る
。
申
請
書
の
課
程
表
に
よ
れ
ば
、
学
科
目
と
し
て
簿
記
及
会

計
学
・
商
業
実
務
・
商
工
経
営
論
及
内
外
商
業
事
情
・
売
買
及
取

引
所
・
銀
行
・
保
険
・
鉄
道
・
海
運
・
殖
民
政
策
な
ど
具
体
的
な

商
業
教
育
科
目
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

従
来
の
学
科
目
が
一
般
的
な
商
業
理
論
な
ど
に
重
き
を
置
い
た

内
容
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
よ
り
実
務
的
な
科
目
へ
と
大
幅
に
修

正
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
一
五
年
時
の
学
科
編
成
と
在
学
者
構
成
比
を
み
る

と
、
明
治
大
学
と
早
稲
田
大
学
の
商
科
在
学
者
が
そ
れ
ぞ
れ
二
五

パ
ー
セ
ン
ト
、
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
同
じ
く
日
本
大
学
が
一
六

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
の
に
対
し
、
本
学
は
、
わ
ず
か
七
パ
ー
セ
ン

ト
に
す
ぎ
な
か
っ
た
（
天
野
郁
夫
『
旧
制
専
門
学
校
論
』、
玉
川

大
学
出
版
部
、
九
三
年
）。

　

商
業
学
科
は
、
産
業
社
会
の
発
展
に
対
応
し
つ
つ
実
業
界
の
要

請
に
応
え
る
べ
く
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
本
学
の
教
育

課
程
全
体
に
占
め
る
位
置
は
低
く
、
そ
の
前
途
に
は
厳
し
い
も
の

が
あ
っ
た
。

商業学科新設の立役者　関一


